
取扱説明書

製品の性能・品質・安全性を確保するために、ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。この「取扱説明書」は必ずお客様へお渡しください。

吹き出し口

要保存

品番：FU-CR12030AD/FU-WR12030AD

要保存

この記号は、必ず実行していただく「指示」内容を示しています。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
●表示内容と記号の意味は、次のようになっています。

安全上のご注意 必ずお守りください。

使用上の注意

この記号は、禁止の行為を示しています。

分解や改造をしないでください。製品の性能・品質が維持できない恐れがあります。

不要な打撃や加熱などを加えないでください。破損や変形をする恐れがあります。

吹き出し口に異物や素手を入れないでください。故障や怪我の恐れがあります。

ルーバー設定は無理な操作とならないよう注意してください。

製品表面の汚れは、柔らかい布やスポンジを水で湿らせ、中性洗剤（オレンジオイル成分の洗剤は除く）をつけて拭いてください。その際、ルー
バーの設定に注意してください。

表面に付着した埃はハンディモップを使用し取り除いてください。掃除機を使用する場合、ノズルによって製品に傷をつける恐れや、衝撃に
よってルーバーの故障に繋がる恐れがありますので注意してください。

各部の名前と役割

風向の自動調整について

■ 確認用窓 ①
ルーバーの設定状況を
ギアの位置で確認する

■ 確認用窓 ②
ルーバーの設定状況を
ギアの位置で確認する

■ ルーバー
上下の風の向き（風向）
を調整する部材

■ 操作ダイヤル
ルーバーの位置を動かし
設定を“自動調整・解除（固定）”
に変更するためのダイヤル

自動調整とは吹き出される空気の温度に合わせ自動でルーバーの向きが変化する機能です。（自動で風向が変わります）
自動調整を解除し、手動でルーバーの向きを変更する際は、裏面の“ルーバーの設定方法”をご参照ください。

壁付けタイプ

冷房時 暖房時 冷房時 暖房時

吹き出し口

※図は、冷暖房時それぞれ
最大のルーバーの向き
を表しています。
吹き出される空気の温
度によって、この範囲内
で向きが変わります。

天井付けタイプ

（矢印は吹き出す空気の方向をイメージ）
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ルーバーの設定方法

お手入れする

■ 操作ダイヤルについて

操作ダイヤルの回転によって、ルーバーの設定を
“自動調整・解除（固定）”と選択できます。

※ルーバーの設定は無理な操作とならないよう
　注意してください。

■ ルーバー位置の確認■ ルーバーの設定について

■ 自動調整の解除（固定）について

①操作ダイヤルでフリーの状態に
します。

②固定したい向きにルーバーを合わせます。

③　　　　 でギアが噛み合う位
置まで操作ダイヤルを回して固
定します。その際、ギアは隙間が
なくなるまで回してください。

■ 製品の汚れを拭く
製品表面の汚れは、柔らかい布やスポン
ジを水で湿らせ、中性洗剤（オレンジオ
イル成分の洗剤は除く）をつけて拭いて
ください。

製品の表面に付着した埃はハン
ディモップを使用し取り除いてください。
※掃除機を使用する場合、ノズルによって製品に傷
をつける恐れや、衝撃によってルーバーの故障に
繋がる恐れがありますので注意してください。

■ 製品に付着した埃を取る

自動調整

解除（固定） 自動調整

解除（固定）

自動調整

解除（固定）

吹き出す空気の温度に合わせて
自動で向きが変わる状態

一定の向きに固定された状態

（ギア位置の確認）

中
性
洗
剤

※「風が出ない」「空調が効かない」などの不具合は、工事を請け負われた業者様へお問い合わせください。

※吹き出し口に素手を入れないでください。怪我をする恐れがあります。

※普段は“自動調整”又は“解除（固定）”の状態で使用してください。

➔ 閉じた状態

➔ 

➔ 開いた状態

確認用窓 ❶ 確認用窓 ❷

➔ 閉じた状態

➔ 

➔ 開いた状態

A CB

A CB

天井付けの場合

壁付けの場合

どの角度にも
止まらない
フリーの状態

どの角度にも
止まらない
フリーの状態

確認用窓 ❷

※自動調整の解除（固定）は下図のA、B、Cの3段階で選択できます。（矢印は吹き出す空気の向きをイメージ）

解除（固定）

回転の方向

操作ダイヤル

自動調整


